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と
べ
焼
窯
元
わ
く
ワ
ー
ク
つ
も
る
体
験
教
室

宇

都

宮　

功　

 

く
ん

つ
と
む

伊
予
郡
砥
部
町

　　
（
玉
谷
小
学
校
五
年
生
）

「
ぼ
く
は
、
わ
か
先
生
」

　

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
焼
物
の

仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
休
み
の

日
に
教
え
る
お

手
伝
い
で
、
内

子
に
行
き
ま
し

た
。
お
ば
ち
ゃ

ん
か
ら
、
わ
か

先
生
と
よ
ば
れ

ま
し
た
。
よ
ば

れ
た
時
に
「
は

い
、
な
ん
で
し
ょ
う
か
。」
と
返

事
を
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
学
校

で
も
作
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
、

自
信
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
ロ
ク
ロ
も
や
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
わ
か
先
生
と
よ

ば
れ
た
時
に
、
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
、「
た

い
へ
ん
」
と
聞
い
て
み
ま
し
た
。�

　

す
る
と
「
わ
か
り
や
す
く
教
え

る
の
と
、
こ
わ
さ
ず
に
ち
ゃ
ん

と
焼
い
て
あ
げ
る
の
に
気
を
つ

か
う
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
行
っ
て
お
手
伝
い
を
し
た

い
で
す
。
そ
し

て
、
み
ん
な
の

役
に
立
ち
た
い

で
す
。
総
津
で

も
や
っ
て
い
る

の
で
、
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
作
り
に

来
て
下
さ
い

ね
。
ぼ
く
も

い
っ
し
ょ
に
作

る
よ
。
よ
ろ
し
く
ね
。

珠
算
検
定
結
果

珠
算
検
定
予
定

　

全
国
連
、
各
都
道
府
県
連
主
催

の
第
１
６
３
回
珠
算
検
定
を
、
去

る
11
月
20
日
（
日
）、
県
下
4
商

工
会
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

合
計
61
名
が
受
験
し
、
38
名
が
合

格
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
全
国
商
工
会
珠

算
検
定
【
1
級
〜
10
級
】
は
、
次

の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
予
定
会
場
／
久
万
高
原
町
、
松

前
町
、
伊
方
町
、
西
予
市
の
各
商

工
会

●
各
応
募
期
間
・
試
験
日

▽
第
１
６
５
回

応
募
期
間
／
4
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　

〜
5
月
18
日
（
金
）

試
験
日
／
6
月
17
日
（
日
）

▽
第
１
６
７
回

応
募
期
間
／
9
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

〜
10
月
19
日
（
金
）

試
験
日
／
11
月
18
日
（
日
）

▽
第
１
６
８
回

応
募
期
間
／
12
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

〜
1
月
18
日
（
金
）

試
験
日
／
2
月
17
日
（
日
）

※
受
験
者
が
1
名
も
い
な
い
場

合
、
試
験
を
開
催
し
な
い
会
場
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
受
験
を
ご
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
最
寄

り
の
会
場
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　

企
業
の
景
況
感
や
個
人
消
費
の

動
向
な
ど
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が

少
な
い
中
、
資
金
繰
り
対
策
に
苦

労
を
さ
れ
て
い
る
事
業
所
も
多
く

あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
運
転
資
金
の

借
入
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。　

　

企
業
が
事
業
活
動
を
し
て
ゆ
く

上
で
運
転
資
金
は
、
そ
れ
を
自
己

資
金
で
賄
う
か
、
借
入
に
よ
る
も

の
か
は
別
と
し
て
当
然
必
要
な
も

の
で
あ
る
。
運
転
資
金
の
中
で
も

短
期
借
入
の
場
合
は
、
借
入
の
必

要
性
、
ま
た
何
を
引
当
（
返
済
財

源
）と
す
る
か
が
明
確
で
あ
る
が
、

長
期
借
入
の
場
合
は
、
分
か
っ
て

い
る
よ
う
で
正
確
に
把
握
で
き
て

い
な
い
場
合
が
多
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

例
え
ば
、
資
金
繰
り
安
定
化
資

金
と
し
て
、
期
間
５
年
の
長
期
融

資
を
受
け
た
後
、
ほ
ぼ
全
額
に
つ

い
て
、
当
面
の
支
払
手
形
の
決
済

資
金
に
充
当
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
な
ぜ
資
金
不
足
に
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
増
加
運
転

資
金
な
の
か
、赤
字
資
金
な
の
か
、

ま
た
、
融
資
を
申
込
む
場
合
、
い

く
ら
必
要
な
の
か
、
借
入
期
間
は

妥
当
か
、
返
済
財
源
は
明
確
で
あ

る
か
等
、
経
営
者
は
正
し
く
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
金
融
機

関
へ
借
入
を
申
込
む
場
合
、当
然
、

こ
れ
ら
を
説
明
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

設
備
資
金
借
入
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
資
金
使
途
は
明
確
で
あ
り
、

投
資
効
果
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
の

導
入
に
よ
る
増
産
体
制
と
売
上
の

増
加
、
生
産
設
備
の
効
率
化
、
大

幅
な
経
費
削
減
等
が
考
え
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
り
返
済
財
源
も
計
算
で

き
る
。
勿
論
、
体
力
に
見
合
っ
た

投
資
な
の
か
、
タ
イ
ミ
ン
グ
は
良

い
か
等
は
充
分
考
慮
し
て
の
こ
と

で
あ
る
。

　

資
金
繰
り
は
な
ぜ
悪
化
す
る
の

か
、
原
因
は
様
々
で
あ
る
が
、
悪

化
の
原
因
を
正
し
く
把
握
し
、
そ

れ
に
対
し
て
い
か
に
効
果
的
な
対

策
を
打
つ
か
で
あ
る
。
金
融
機
関

か
ら
の
借
入
に
頼
っ
て
い
る
だ
け

で
は
、
一
時
し
の
ぎ
に
す
ぎ
ず
、

抜
本
的
な
改
善
に
は
な
ら
な
い
。

嘱託専門指導員

平岡　要三

経
営
の
合
理
化
は
、
商
工
会
の
会
計
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
」
で

佐
田
岬
灯
台

（
伊
方
町
）

日
本
一
細
長
い
佐
田
岬
半
島
の

最
先
端
に
そ
び
え
る
白
亜
の
灯
台

地
上
18
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら

豊
予
海
峡
（
14
キ
ロ
）
を
隔
て
た

対
岸
の
九
州
佐
賀
関
を

光
達
距
離
35
キ
ロ
で
照
ら
す

点
灯
以
来
数
多
く
の
船
人
の
命
と

貴
重
な
財
貨
を
人
知
れ
ず
救
っ
て
き
た

で
あ
ろ
う
こ
と
を
想
う
と
き

こ
れ
か
ら
も
夜
毎
美
し
い
光
を
沖
行
く

船
に
投
げ
か
け
続
け
る
よ
う
祈
念
す
る

◦第51回商工会全国大会

◦青年部全国大会（主張発表『最優秀賞受賞』）

◦全国展開支援事業（保内町、松野町）

◦平成24年度税制改正

◦マル経融資制度、商工会の業務災害保険

◦貯蓄共済医療保障特約型

◦農商工連携事業スキーム・支援内容

◦商工会役員研修会

◦青年部・女性部リーダー研修会

◦小さな瞳、珠算検定、当世経営かわら版　ほか
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経
営
よ
ろ
ず
相
談
所
、
商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

昨
年
11
月
24
日
（
木
）、
東
京

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
商
工
会

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
県
か

ら
は
37
名
（
事
務
局
含
む
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、「
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復
興
を
期
し
て
」
と

銘
打
っ
て
、
政
財
界
か
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
全
国
の
商
工
会
代

表
者
約
３
０
０
０
人
が
出
席
し
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
、
石
澤
全
国

連
会
長
挨
拶
。
来
賓
祝
辞
の
後
、

川
瀬
大
会
副
会
長
が
次
の
5
項
目

の
実
現
に
向
け
、
意
見
表
明
を
行

い
、
大
会
決
議
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

一�

．
東
日
本
大
震
災
被
災
地
に
対

す
る
継
続
的
な
支
援
の
実
施

二�

．
地
方
に
活
力
を
与
え
る
景
気

対
策
の
実
行

三�
．
中
小
・
小
規
模
企
業
対
策
の

拡
充
及
び
支
援
体
制
の
強
化

四�

．
ま
ち
づ
く
り
支
援
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
の
強
化

五�

．
新
た
な
50
年
に
向
け
た
商
工

会
の
組
織
力
の
強
化

　

ま
た
、
経
営
改
善
普
及
事
業
に

関
す
る
功
労
者
な
ど
、3
商
工
会
、

37
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰

【
優
良
商
工
会
】

　

越
智
商
工
会

【
役
員
功
労
者
】　

　

篠
原
成
行
（
北
条
）

　

久
保
芳
文��（
双
海
中
山
）

■
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰�

【
優
良
商
工
会
】

　

鬼
北
町
商
工
会

　

し
ま
な
み
商
工
会

【
役
員
功
労
者
】

　

�

大
澤
忠
正
、
戸
田
博
明
、
行
元

博
、青
野
昭
博
、行
元　

彦
（
周

桑
）、阿
部
憲
政
、藤
原　

徹（
越

智
）、
菅　

司
、
矢
野
早
苗
（
し

ま
な
み
）、
小
川
俊
治
（
上
島

町
）、
亀
井
浩
二
（
北
条
）、
俊

成
千
寿
子
（
中
島
）、
藤
岡
貞

雄
（
東
温
市
）、
鳥
井
貞
宏
、

村
井
一
好
、
宮
内
章
行
（
松
前

町
）、木
下
通
義
、成
田
照
義（
砥

部
町
）、白
形
晴
夫
（
長
浜
町
）、

松
本　

憲
、山
内
光
郎（
川
上
）、

山
田
榮
（
内
子
町
）、
菊
池
完

二
（
保
内
町
）、
山
本
吉
昭
、

中
田
一
三
（
伊
方
町
）、
山
本

初
市（
西
予
市
）、程
内　

覚（
鬼

北
町
）、
山
本
吉
和
、
中
山
幸

司
（
松
野
町
）

�

続
い
て
、
全
国
６
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
者
に
よ
る
主
張
発
表
全
国
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
実
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
非

常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
ば
か
り

で
し
た
。
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
出
場
し
た
本
県
内
子

町
の
大
西
啓
介
氏
は
、
地
域
の
観

光
や
商
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た

地
域
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
を
、

青
年
部
員
が
中
心
と
な
っ
て
実
現

し
た
活
動
内
容
と
、
活
動
を
通
じ

て
地
域
振
興
と
事
業
経
営
へ
の
本

当
の
楽
し
さ
に
気
づ
い
た
こ
と
、

　

去
る
２
月
７
日
（
火
）
〜
８
日

（
水
）、
商
工
会
青
年
部
全
国
組
織

化
45
周
年
記
念
大
会
が
和
歌
山
市

で
開
催
さ
れ
、
青
年
部
県
外
視
察

研
修
と
し
て
青
年
部
員
47
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
２
４
０
０
名
の
青

年
部
員
が
集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
同
大
会
は
、
宮
窪
全
青
連
会
長

の
主
催
者
挨
拶
に
続
き
、
北
川
経

済
産
業
大
臣
政
務
官
ほ
か
６
名
の

来
賓
挨
拶
が
行
わ
れ
開
会
し
ま
し

た
。大
会
顕
彰
授
与
式
で
は
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門
顕
彰
で
安

藤
寿
津
樹
氏
（
し
ま
な
み
）、
感

謝
状
で
脇
貴
光
氏
（
土
居
町
）
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。　

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
な
ど
の
主
張
を

堂
々
と
発
表
さ
れ
、
厳
正
な
る
審

査
の
結
果
、
見
事
最
優
秀
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
の
最
優
秀
賞
受
賞

は
、
12
年
度
の
市
川
寛
氏
（
旧
小

田
町
）
以
来
11
年
ぶ
り
の
快
挙
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
に
大
西
啓

介
氏
の
よ
う
に
青
年
部
活
動
を
通

じ
て
、
自
社
企
業
の
発
展
と
地
域

振
興
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、来
年
度
の
全
国
大
会
は
、

平
成
25
年
２
月
６
日
（
水
）
〜
７

日
（
木
）
に
、
徳
島
市
に
お
い
て

四
国
初
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
す
。

第
51
回
商
工
会
全
国
大
会

平成24年いわぎ桜まつり（週間）
◇期間　４月８日（日）～14日（土）
◇メインイベント
　日時　平成24年4月8日（日）　午前10時～午後２時
　会場　上島町岩城「岩城桜公園・北広場」
　内容　①桜ウォークラリー ②和太鼓演奏 ③各団体模擬店
　　　　④地元産品市場 ⑤フォトコンテスト
　　　　⑥（お接待）レモン､レモンティー､柑橘､紅白餅　ほか催し多数
〇夜桜ライトアップ（4/7～4/15）

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

主
張
発
表
『
最
優
秀
賞
受
賞
』

中小企業庁長官表彰を受ける久保会長（双海中山）石澤全国連会長より表彰される大西氏

最優秀賞を受賞した大西啓介氏（内子町）

足跡をつづる、私を記す。 
そく　せき 
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青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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以
下
の
法
人
）
に
つ
い
て
は
、
定

額
控
除
限
度
額
（
６
０
０
万
円
）

ま
で
、
交
際
費
支
出
の
90
％
相
当

額
に
つ
い
て
損
金
算
入
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
の
営
業
活
動
の
促
進

を
図
り
、
飲
食
店
業
を
中
心
と
し

た
需
要
の
喚
起
を
図
る
こ
と
で
、

中
小
企
業
の
経
済
活
動
の
活
性
化

を
支
援
す
る
。
現
行
制
度
の
ま
ま

適
用
期
限
を
2
年
間
延
長
す
る
。

（
平
成
25
年
度
末
ま
で
）

■
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置

の
特
例
措
置

　

中
小
企
業
の
経
営
安
定
、
製
品

等
の
安
定
供
給
等
の
観
点
か
ら
、

生
産
・
製
造
工
程
な
ど
で
使
用
す

る
軽
油
に
対
す
る
軽
油
引
取
税
の

免
税
措
置
に
つ
い
て
、
現
行
制
度

の
ま
ま
適
用
期
限
を
3
年
間
延
長

す
る
（
平
成
26
年
度
末
ま
で
）

○
延
長
さ
れ
た
業
種
（
経
済
産
業

省
関
係
）

　

鉱
さ
い
バ
ラ
ス
製
造
業
、
陶
磁

器
製
造
業
、
セ
メ
ン
ト
製
品
製
造

業
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
業
、

鉱
物
採
掘
業
、（
岩
石
・
砂
利
、

石
灰
石
、
石
炭
）、
電
気
供
給
業
、

地
熱
資
源
開
発
事
業

　

平
成
24
年
度
税
制
改
正
に
お
い

て
は
、
平
成
22
年
度
・
平
成
23
年

度
税
制
改
正
か
ら
税
制
抜
本
改
革

へ
と
通
じ
る
、
税
制
全
体
及
び
各

税
目
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え

方
に
立
脚
し
つ
つ
、
特
に
喫
緊
の

対
応
を
要
す
る
事
項
を
中
心
に
改

正
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
改
正
内
容
は
国
会
に
提

出
さ
れ
た
法
案
が
成
立
す
る
ま
で

確
定
し
な
い
た
め
、
施
行
に
あ

た
っ
て
は
内
容
等
に
変
更
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
下
さ
い
。

　

中
小
企
業
関
係
分
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制　

　

中
小
企
業
者
等
が
一
定
の
設
備

投
資
や
Ｉ
Ｔ
投
資
等
を
行
っ
た
場

合
に
、
税
額
控
除
（
７
％
）
又
は

特
別
償
却
（
30
％
）
の
選
択
適
用

が
認
め
ら
れ
て
い
る
措
置
に
つ
い

て
、
中
小
企
業
の
品
質
確
保
等
に

資
す
る
設
備
投
資
を
促
進
す
る
た

め
、対
象
設
備
の
見
直
し
（
試
験
・

測
定
機
器
の
追
加
等
）
を
し
た
上

で
、
適
用
期
限
を
2
年
間
延
長
す

る
。（
平
成
25
年
度
末
ま
で
）

■
中
小
企
業
者
等
の
少
額
減
価
償

却
資
産
の
取
得
価
額
の
損
金
算
入

の
特
例

　

中
小
企
業
者
が
30
万
円
未
満
の

減
価
償
却
資
産
を
取
得
し
た
場

合
、
当
該
減
価
償
却
資
産
の
合
計

額
３
０
０
万
円
を
限
度
と
し
て
、

全
額
損
金
算
入
（
即
時
償
却
）
を

認
め
る
制
度
。

　

本
制
度
に
よ
り
、
中
小
企
業
者

に
お
け
る
、
①
償
却
資
産
の
管
理

や
申
告
手
続
な
ど
の
事
務
負
担
の

軽
減
、
②
パ
ソ
コ
ン
等
の
少
額
資

産
の
取
得
促
進
に
よ
る
事
務
処
理

能
力
・
事
業
効
率
の
向
上
を
図
る
。

現
行
制
度
の
ま
ま
適
用
期
限
を
2

年
間
延
長
す
る
。（
平
成
25
年
度

末
ま
で
）

■
交
際
費
等
の
課
税
の
特
例
（
中

小
法
人
に
お
け
る
損
金
算
入
の
特

例
）

　

法
人
が
支
出
し
た
交
際
費
は
租

税
特
別
措
置
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
損
金
不
算
入
と
さ
れ
て
い
る

が
、
中
小
企
業
（
資
本
金
1
億
円

商
工
会
の
相
談
事
業
を
活
用
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　

保
内
町
商
工
会
に
お
い
て
、
今

年
度
、
来
訪
者
の
拡
大
と
町
内
関

連
産
業
へ
の
経
済
波
及
効
果
の
促

進
を
目
的
に
、
歴
史
散
策
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
交
流
メ
ニ
ュ
ー
の
開

発
、
新
た
な
食
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発

等
を
目
指
し
た
「
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
事
業
の
一
環
と

し
て
12
月
に
開
催
さ
れ
た
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

　

松
野
町
商
工
会
で
は
、
話
題
性

を
含
め
た
情
報
発
信
を
進
め
、
観

光
客
の
誘
致
等
、
集
客
力
の
強
化

に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
て
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
農
林
水

産
物
、自
然
、文
化
、観
光
施
設
等
、

地
域
に
点
在
す
る
地
域
資
源
を
活

か
し
、
産
業
・
観
光
振
興
、
ま
ち

お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等
の
交
流
事
業

に
よ
る
活
性
化
、
着
地
型
旅
行
会

す
。

　

12
月
４
日
（
日
）、「
保
内
ハ
イ

カ
ラ
物
語
」
と
名
付
け
ら
れ
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
、
20
〜

60
代
の
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
行
は
ま
ず
、
川
之
石
桟
橋
へ
移

動
、
川
之
石
湾
内
〜
佐
島
ク
ル
ー

ズ
へ
出
か
け
ま
し
た
。
銅
の
製
錬

所
が
あ
っ
た
佐
島
、
印
象
的
な

段
々
畑
な
ど
、
海
上
で
の
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
雨
井
地
区
で
町
並
み

を
散
策
。
廻
船
業
で
栄
え
た
菊
池

氏
の
邸
宅
「
西
の
お
や
け
」、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
「
内
之
浦
公

会
堂
」
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

社
の
法
人
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

そ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
７
月
に
「
ゆ
か
た
祭
り
」

が
松
丸
駅
前
商
店
街
通
り
を
中
心

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
丸
駅
前
は
、
小
中
学
生
の
俳

句
の
表
彰
式
、
女
性
部
の
ソ
ー
メ

ン
流
し
に
加
え
、
子
供
た
ち
の
ゲ

ー
ム
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。　

　

商
店
街
で
は
、
各
商
店
等
が
軒

先
に
夜
店
を
多
数
出
店
し
、
各
種

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

浴
衣
を
着
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
訪
れ
た
特
典
と
し
て
実
施
し
た
、

無
料
で
の
浴
衣
の
着
付
け
や
ネ
イ

イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ノ

ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
堪
能

し
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
再
び
町
歩
き
に
出
か

け
、
愛
媛
で
最
初
の
銀
行
「
国
立

29
銀
行
」
跡
、
日
本
に
は
４
社
し

か
な
い
、
養
蚕
農
家
に
販
売
す
る

た
め
の
蚕
の
卵
を
育
て
、
管
理
し

て
い
る
今
年
で
開
業
１
２
５
年
の

「
愛
媛
蚕
種
㈱
」
の
建
物
、「
旧
東

洋
紡
績
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
」
な
ど
を

見
学
。

　

み
か
ん
狩
り
の
後
、
銅
山
経
営

で
名
を
は
せ
た
実
業
家
、
白
石
和

太
郎
が
建
て
た
洋
館
で
、
ほ
な
い

女
性
塾
の
メ
ン
バ
ー
手
作
り
の
ケ

ル
ア
ー
ト
な
ど
が
大
好
評
で
、
商

店
街
は
竹
灯
籠
や
提
灯
の
明
か
り

の
中
、
ゆ
か
た
姿
の
多
く
の
観
客

に
埋
め
尽
く
さ
れ
、
レ
ト
ロ
な
雰

囲
気
を
漂
わ
せ
ま
し
た
。

　

正
木
書
店
前
の
広
場
で
は
「
夕

暮
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
称
し
て
、

地
元
や
四
万
十
市
の
ア
マ
チ
ュ
ア

バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ
れ
、

昔
の
よ
う
に
活
気
に
満
ち
た
商
店

街
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
日
帰
り
の
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
26
名
の
参

加
者
を
遊
鶴
羽
地
区
に
て
受
け
入

れ
、
コ
ス
モ
ス
の
開
花
時
期
に
散

策
、
地
元
住
民
に
よ
る
食
事
な
ど

ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
、
ツ

ア
ー
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
概
ね
好
評
な
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
並
み

散
策
で
、
一
つ
一
つ
の
建
物
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
歴
史
の
流
れ
で
つ
な

が
っ
て
い
な
い
こ
と
や
地
元
食
材

を
使
っ
て
考
案
し
た
「
韓
国
風
巻

き
ご
飯
」
も
採
算
面
で
商
品
化
は

不
透
明
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
今
後
こ
れ

ら
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

で
お
も
て
な
し
し
、
も
ち
ま
き
、

特
産
品
販
売
、
棚
田
の
風
景
見
学

等
で
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
じ
く
11
月
に
棚
田
ま
つ
り
を

開
催
、
写
真
撮
影
や
特
産
品
販
売
、

も
ち
ま
き
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど

と
て
も
盛
況
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
第

二
弾
を
考
え
る
と
と
も
に
、
町
内

観
光
の
窓
口
と
な
る
よ
う
な
、
団

体
旅
行
等
も
取
り
扱
え
る
会
社
の

設
立
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
保
内
ハ
イ
カ
ラ
物
語
〜

全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
松
野
の
普
通
が
お
も
し
ろ
い
〜

モニターツアーの一行賑わう商店街「ゆかた祭り」

平
成
24
年
度
税
制
改
正
の
概
要

安野農機株式会社
〒799-2209 今治市大西町別府346-2
Tel 0898-53-3013　Fax 0898-53-6336

本格フレンチ オーベルジュ
ますや旅館  内

〒799-2205 今治市大西町宮脇甲1416-3
Tel 0898-53-2104　Fax 0898-53-2605

ランチ：2,100円　コース：3,675円～
完全予約制　定休日：水曜日

安野農機株式会社
〒799-2209 今治市大西町別府346-2
Tel 0898-53-3013　Fax 0898-53-6336

本格フレンチ オーベルジュ
ますや旅館  内

〒799-2205 今治市大西町宮脇甲1416-3
Tel 0898-53-2104　Fax 0898-53-2605

ランチ：2,100円　コース：3,675円～
完全予約制　定休日：水曜日

〒791-0398
愛媛県東温市則之内甲2225番地１
TEL（089）966-6601　FAX（089）966-6602
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ご利用
いただける方

担保・保証人 無担保・無保証人

ご融資額

商　工　会　等　の　経　営　指　導　を　受　け　て　い　る　方　に

1,500万円以内
ご返済期間

年1.85%

　日本政策金融公庫　国民生活事業では、小規模事業者の方々の経営改善のお役に立てるよう、
無担保・無保証人の「マル経融資(経営改善貸付)」をお取り扱いしています。

※くわしくは、最寄りの商工会までお気軽にご相談下さい。審査の結果、お客さまのご希望に添えないことがあります。

　商工会等の実施する経営指導を受けている方で、商工会等の長の推薦を受けた方
　推薦を受けるには、次の条件をすべて満たしていることが必要です。
1　常時使用する従業員が20人以下(商業・サービス業の場合 5人以下)であること。
2　原則として６ヵ月以上、商工会等の経営指導を受けていること。
3　最近1年以上、同一商工会等の地区内で事業を営んでいること。 
4　所得税、法人税、事業税又は都道府県民税や市町村民税（均等割を含みます。）を、原則
として完納していること。

5　商工業者であり、かつ日本政策金融公庫 国民生活事業の非対象業種等でないこと。

マル経融資（経営改善貸付）のご案内

運転資金　  7年以内（うち据置期間1年以内）
設備資金　10年以内（うち据置期間2年以内）

利　　率
（平成24年２月10日現在）

備
え
て
安
心
、
商
工
会
の
業
務
災
害
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

暮らしの安心をバックアップ
あなたの街の身近な共済

愛媛県火災共済協同組合ご契約のお申し込みは地元商工会へ
〒790―0001松山市一番町四丁目1番2（愛媛県中小企業会館3階）　TEL（ 089 ）945―1313　FAX（ 089 ）932―7602

①
対
象
事
業
主　

○
労
働
者
災
害
補
償
保
険
適
用
事

業
主
で
あ
っ
て
、
旅
館
業
、
料
理

店
又
は
飲
食
店
を
経
営
す
る
中
小

企
業
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

②
助
成
対
象

○
一
定
の
要
件
を
満
た
す
「
喫
煙

室
」
の
設
置
に
必
要
な
経
費

○
喫
煙
室
以
外
に
、「
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
の
換
気
設
備
」

の
設
置
等
に
必
要
な
経
費

③
助
成
率
、
助
成
額

○
費
用
の
1
／
4
（
上
限
２
０
０

万
円
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
労
働
局�

健
康
安
全
課

　

電
話
０
８
９（
９
３
５
）５
２
０
４

　

前
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

本
制
度
の
、
平
成
24
年
度
の
申
請

は
、
3
月
上
旬
か
ら
の
受
け
付
け

予
定
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
労
働
局�

賃
金
室

　

電
話
０
８
９（
９
３
５
）５
２
０
５

受
動
喫
煙
防
止

対
策
助
成
金
制
度

業
務
改
善
助
成
金

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ国

・
県
の
実
施
す
る
各
種
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

商工会の業務災害保険が４月よりスタート
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小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

「商工貯蓄共済」にご加入の会員のみなさまへお知らせ

商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！商工貯蓄共済制度に「医療保障」が新登場！

1入院120日
通算1,095日

４月
より

ふ
る
さ
と
愛
媛
の
県
産
品
を
愛
用
し
ま
し
ょ
う

■農商工等連携促進法に基づいて、中小企業者と農林漁業者が連携して新商品・新サービスの開発等を行う
　　「農商工等連携事業計画」を共同で作成し、認定を受けると、補助金、融資等の各種支援施策をご利用に
なれます。

　　なお、個別の支援策ごとに支援機関の審査や確認が必要となります。

　①農商工等連携対策支援事業(事業化・市場化支援事業)：上限3000万円(補助率2/3以内)
　　中小企業者と農林漁業者が連携して行う試作品開発、展示会出展等に係る費用を一部補助します。
　②マーケティング等の専門家による支援
　　事業計画作成から試作品開発、販路開拓まで一貫した支援を実施します。
　③政府系金融機関による融資制度
　　設備資金及び長期運転資金について融資される制度があります。
　④信用保証の特例
　　保証限度額の拡大等の特例が適用されます。
　⑤小規模企業者等設備導入資金助成法の特例
　　認定を受けた小規模企業者に対し、設備資金貸付の貸付割合を引き上げます。
　⑥食品流通構造改善促進機構による債務保証等
　　食品関係の事業を行う場合は、必要な資金の借入に対し債務保証を受けられます。
　⑦農業改良資金融通法、林業・木材産業改善資金助成法、沿岸漁業改善資金助成法の特例
　　認定を受けた中小企業者が、農林漁業者の行う農業改良措置等を支援する場合に、当該中小企業者が農業
　改良資金等の貸付を受けられることとするとともに、計画の認定を受けた中小企業者又は農林漁業者が当
該計画に基づいて行う事業に必要な農業改良資金等の償還期間及び据置期間を延長します(償還期間：10年
→12年、据置期間：３年→５年)。

支援内容

農商工連携支援スキームと支援内容
　農商工連携は、農林漁業者と中小企業者が共同で行う新たな商品やサービスの開発等に係る計
画について国が認定を行い、この計画に基づく事業に対し、補助金、政府系金融機関による低利
融資、信用保証の特例等の支援を行うことにより、農林漁業と商工業等の産業間連携を強化して
地域経済を活性化する取り組みです。
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経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

去
る
1
月
19
日
（
木
）、
県
下

各
商
工
会
か
ら
59
名
の
役
員
等
が

集
い
、
松
山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
商
工
会
役
員

研
修
・
人
事
評
価
者
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

村
上
県
連
会
長
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院

経
営
研
究
科
教
授
の
佐
竹
隆
幸
氏

か
ら
「
国
内
外
の
激
し
い
環
境
変

化
に
対
応
す
る
中
小
企
業
経
営
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

�

佐
竹
教
授
の
講
演
は
、

　
「
長
期
間
に
渡
っ
て
日
本
経
済

が
低
迷
す
る
要
因
の
一
つ
と
し

て
、“
日
本
の
常
識
、
世
界
の
非

常
識
”
と
な
っ
て
い
る
制
度
や
商

慣
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
一
に
は
、
個
人
と
法
人
の
区

別
が
不
明
確
で
、
代
表
者
等
の
個

人
保
証
を
求
め
る
た
め
、
有
限
責

任
と
い
う
制
度
趣
旨
か
ら
外
れ
、

実
態
と
し
て
無
限
責
任
と
な
っ
て

い
る
“
株
式
会
社
制
度
”
で
あ
る
。

法
律
改
正
も
含
め
、
日
本
固
有
の

担
保
主
義
保
証
制
度
か
ら
脱
却
し

な
い
限
り
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能

な
健
全
な
日
本
経
済
の
復
活
は
難

し
い
。

　

第
二
に
は
、
貿
易
取
引
に
お
い

て
、
自
国
通
貨
で
は
な
く
ド
ル
を

主
要
決
済
通
貨
と
す
る
先
進
国
で

唯
一
の
日
本
の
商
慣
行
で
あ
る
。

　

結
果
、
輸
出
型
の
日
本
経
済
は

極
度
な
円
高
の
影
響
を
受
け
る
深

刻
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

欧
米
同
様
に
、
財
政
バ
ラ
ン
ス

を
欠
く
国
債
残
高
を
抱
え
る
日
本

の
円
高
が
進
む
の
は
、
90
％
が
国

内
資
金
で
の
購
入
だ
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
営
環

境
に
お
い
て
、
中
小
企
業
が
取
り

組
む
べ
き
は
、
従
業
員
・
顧
客
・

地
域
か
ら
支
持
さ
れ
る
“
な
く
て

は
な
ら
な
い
企
業
”
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
仕
事

に
誇
り
を
持
つ
従
業
員
を
育
成

し
、
経
営
理
念
を
持
っ
て
顧
客
や

地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
企
業
風

土
を
育
て
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。」
と
の
内
容
で
し
た
。

　

続
い
て
の
人
事
評
価
者
研
修
会

で
は
、
㈱
い
よ
ぎ
ん
地
域
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
の
戸
田

正
良
氏
か
ら
人
事
評
価
制
度
の
趣

旨
と
意
義
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
い
て
本
会
か

ら
人
事
評
価
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
、終
了
し
ま
し
た
。

商
工
会
役
員
研
修
会
・
人
事
評
価
者
研
修
会

熱く語る佐竹隆幸教授事
業
主
の
退
職
金
、
小
規
模
企
業
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

去
る
１
月
21
日
（
土
）、
県
下

の
青
年
部
員
64
名
の
参
加
を
得

て
、
松
山
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ
で
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
表
彰
伝
達
の

後
、
本
会
長
野
専
務
理
事
、
束
村

県
青
連
会
長
よ
り
開
会
挨
拶
を
行

い
、
続
い
て
愛
媛
県
経
営
支
援
課

の
玉
井
課
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
２
月
の
青
年
部
全

　

去
る
１
月
24
日
（
火
）、
各
商
工

会
女
性
部
の
部
長･

副
部
長
ほ
か

部
員
等
約
１
４
０
名
が
メ
ル
パ
ル

ク
松
山
に
集
い
、
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
表
彰
状
伝

達
に
引
き
続
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
選
ば
れ
た
代
表
に
よ
る
主
張
発

表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
活
性
化
や
振
興
事
業
、
女
性
部

活
動
に
対
し
て
の
想
い
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
内
容
で
、
慎

国
大
会
で
中
四
国
９
県
の
代
表
と

し
て
主
張
発
表
大
会
に
出
場
さ
れ

る
大
西
部
員
（
内
子
町
）
の
壮
行

会
を
行
い
、
参
加
部
員
に
加
え
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
招

き
し
た
内
子
町
商
工
会
の
酒
口
会

長
、
12
年
度
に
主
張
発
表
の
全
国

最
優
秀
に
輝
い
た
旧
小
田
町
商
工

会
青
年
部
元
部
員
の
市
川
寛
さ
ん

か
ら
も
盛
大
な
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

��

続
い
て
、「
０
円
で
８
割
を
リ

ピ
ー
タ
ー
に
す
る
集
客
術
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
㈱
リ
ピ
ー
ツ
代
表

取
締
役
の
一
圓
克
彦
氏
か
ら
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

重
な
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
を

南
予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
内
子
町
の

寺
井
敦
子
監
査
委
員
〜
草
木
染
で

町
お
こ
し
〜
が
受
賞
し
、
優
秀
賞

に
は
東
予
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
・
越
智

の
森
ひ
と
み
常
任
委
員
、
中
予
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
・
中
島
の
岡
島
康
子

部
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
２
年
ぶ
り
に
ご
来

県
い
た
だ
い
た
全
女
性
連
の
末
武

栄
子
会
長
か
ら
、「
女
性
部
が
一
丸

と
な
る
と
き
」
と
い
う
演
題
で
、

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
全
国
の

女
性
部
の
支
援
や
、
被
災
地
の
状

況
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
共
感

し
た
参
加
者
か
ら
、
会
場
に
設
け

　
「
リ
ピ
ー
タ
ー
を
創
出
す
る
に

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
む
勇

気
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
、
価
値

を
感
じ
て
く
れ
る
リ
ピ
ー
タ
ー
で

あ
れ
ば
無
意
味
な
安
売
り
は
必
要

ら
れ
た
募
金
箱
に
多
く
の
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

■
第
51
回
商
工
会
全
国
大
会

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
女
性
部
功
労
者
】
濱
田
泰
代
（
津

島
町
・
県
女
性
連
常
任
委
員
）、
鈴

木
絹
代
（
土
居
町
・
県
女
性
連
監

査
委
員
）【
優
良
女
性
部
】
周
桑
商

工
会
女
性
部
、
双
海
中
山
商
工
会

女
性
部
、
内
子
町
商
工
会
女
性
部

■
商
工
会
女
性
部
全
国
組
織
化
45

周
年
記
念
・
第
13
回
商
工
会
女
性

部
全
国
大
会

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
会
長

な
く
、
適
正
な
価
格
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
。」
参
加
者
に
は
、

今
後
の
事
業
経
営
に
活
用
で
き
る

多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

■
第
51
回
商
工
会
全
国
大
会
中
小

企
業
庁
長
官
表
彰【
優
良
青
年
部
】

越
智
商
工
会
青
年
部

全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

【
優
良
青
年
部
】
上
島
町
商
工
会

青
年
部
、東
温
市
商
工
会
青
年
部
、

内
子
町
商
工
会
青
年
部

【
青
年
部
功
労
者
】
束
村
温
輝
（
東

温
市
・
県
青
連
会
長
）

表
彰

【
女
性
部
功
労
者
】
矢
野
早
苗
（
し

ま
な
み
・
前
県
女
性
連
常
任
委
員
）、

神
野
理
恵
（
松
前
町
・
前
県
女
性

連
監
査
委
員
）、
近
田
睦
子
（
伊
方

町
・
前
県
女
性
連
常
任
委
員
）、
清

家
喜
久
子
（
吉
田
三
間
・
前
県
女

性
連
常
任
委
員
）【
優
良
女
性
部
】

東
温
市
商
工
会
女
性
部
、
久
万
高

原
町
商
工
会
女
性
部
、
砥
部
町
商

工
会
女
性
部
、
西
予
市
商
工
会
女

性
部

青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

（
主
張
発
表
県
大
会
）
開
催

最優秀賞を受賞した寺井監査委員（内子町）

熱弁をふるう一圓克彦社長

元金安全・確定利回りの債券貯蓄。

新 型 定 期 預 金

1年貯蓄 5年貯蓄

有利な金利で、１年、２年、３年。

商工中金
あ な た の Ｂ Ａ Ｎ Ｋ

●いよてつ会館東

〒790-0001　愛媛県松山市一番町2-6-4
松山支店

TEL 089（921）9151

い
よ
て
つ
会
館
●

大
街
道

至
松
山
駅 至

道
後

県庁
●

●
市役所

●
三越

裁判所 GS
●

商工中金


